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 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 国際電気標準課（〒100-8901 
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会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本電線工業会（JCMA）及び

一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

なお，JIS C 3204:1988 の規定を JIS C 3215 の規格群の附属書に順次移行させることによって，JIS C 

3204:1988 は廃止された。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 3215 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 3215-0-1 巻線共通規格－第 0-1 部：一般特性－エナメル銅線 

JIS C 3215-0-2 巻線共通規格－第 0-2 部：一般特性－エナメル平角銅線 

JIS C 3215-0-3 巻線共通規格－第 0-3 部：一般特性－エナメルアルミニウム線 

JIS C 3215-0-4 巻線共通規格－第 0-4 部：一般特性－ガラス巻平角銅線及びエナメルガラス巻平角銅

線 

JIS C 3215-0-6 巻線共通規格－第 0-6 部：一般特性－樹脂又はワニスを含浸させたガラス巻銅線及び

エナメルガラス巻銅線 

JIS C 3215-1 巻線個別規格－第 1 部：クラス 105 のポリビニルアセタール銅線 

JIS C 3215-2 巻線個別規格－第 2 部：クラス 130 の融着層付きはんだ付け可能ポリウレタン銅線 

JIS C 3215-4 巻線個別規格－第 4 部：クラス 130 のはんだ付け可能ポリウレタン銅線 

JIS C 3215-8 巻線個別規格－第 8 部：クラス 180 のポリエステルイミド銅線 

JIS C 3215-14 巻線個別規格－第 14 部：クラス 105 のポリビニルアセタールアルミニウム線 

JIS C 3215-17 巻線個別規格－第 17 部：クラス 105 のポリビニルアセタール平角銅線 

JIS C 3215-31 巻線個別規格－第 31 部：樹脂又はワニスを含浸させた，温度指数 180 のガラス巻平角

銅線及びエナメルガラス巻平角銅線 

JIS C 3215-32 巻線個別規格－第 32 部：樹脂又はワニスを含浸させた，温度指数 155 のガラス巻平角

銅線及びエナメルガラス巻平角銅線 

JIS C 3215-48 巻線個別規格－第 48 部：樹脂又はワニスを含浸させた，温度指数 155 のガラス巻銅線

及びエナメルガラス巻銅線 

JIS C 3215-49 巻線個別規格－第 49 部：樹脂又はワニスを含浸させた，温度指数 180 のガラス巻銅線

及びエナメルガラス巻銅線 

JIS C 3215-54 巻線個別規格－第 54 部：クラス 155 のポリエステル銅線 
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日本工業規格          JIS 
 C 3215-0-6：2017 
 

巻線共通規格－第 0-6 部：一般特性－ 

樹脂又はワニスを含浸させたガラス巻銅線 

及びエナメルガラス巻銅線 

Specifications for particular types of winding wires- 

Part 0-6: General requirements-Glass-fibre wound resin or varnish 

impregnated, bare or enamelled round copper wire 

 
序文 

この規格は，2007 年に第 1.1 版として発行された IEC 60317-0-6 を基とし，完全整合化に向けた経過措

置として，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JB に示す。また，附属書 JA は対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，樹脂又はワニスを含浸させたガラス巻銅線及びエナメルガラス巻銅線の一般特性について

規定する。 

なお，公称導体径の範囲は，個別規格による。 

JIS C 3215 の規格群から巻線の種類を参照する場合は，次による。 

－ JIS 番号 

－ 公称導体径（mm） 

－ 絶縁の厚さ 

絶縁は，厚さのグレードによって，次の種類がある。 

－ GL1：導体に一重にガラス繊維を巻いたもの 

－ GL2：導体に二重にガラス繊維を巻いたもの 

－ グレード 1 GL1：グレード 1 のエナメル線に一重のガラス繊維を巻いたもの 

－ グレード 1 GL2：グレード 1 のエナメル線に二重のガラス繊維を巻いたもの 

－ グレード 2 GL1：グレード 2 のエナメル線に一重のガラス繊維を巻いたもの 

－ グレード 2 GL2：グレード 2 のエナメル線に二重のガラス繊維を巻いたもの 

この規格では，対応国際規格で引用がない巻線試験方法の規格について，引用する規格番号及び適用箇

条を具体的に規定している。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60317-0-6:2007 ，Specifications for particular types of winding wires－Part 0-6: General 

requirements－Glass-fibre wound resin or varnish impregnated, bare or enamelled round copper 


